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和への願いを
作品に込め

県
児
童
」
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
吉
田
陽
翔
さ
ん
（
写
真
左
）
と
、

吉
田
さ
ん
の
作
品
「
花
鳥
風
月
～
美
し
い
世
界

に
兵
器
は
い
ら
な
い
～
」
　
′

県
児
童
・
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の
部

吉
田
さ
ん
（
唱
和
）
最
優
秀
賞

第
4
8
回
県
児
童
・
生
徒
木
工
工

作
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
木
材
青
壮
年

団
体
連
合
会
主
催
）
中
学
校
の
部

で
、
茅
野
市
永
明
中
学
校
1
年
の

吉
田
陽
翔
さ
ん
（
蔓
の
作
品
「
花

鳥
風
月
～
美
し
い
世
界
に
兵
器
は

い
ら
な
い
～
」
が
最
優
秀
賞
（
県

知
事
賞
）
に
選
ば
れ
た
。
昨
年
は

小
学
校
高
学
年
の
部
で
受
賞
し
て

お
り
、
最
優
秀
賞
は
2
年
連
続
。

今
回
も
世
界
平
和
へ
の
願
い
を
作

品
に
込
め
た
。

吉
田
さ
ん
は
小
学
2
年
時
か
ら

作
品
を
応
募
。
昨
年
念
願
の
最
優

秀
賞
に
輝
き
、
■
出
品
は
壷
切
り

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ

が
、
進
出
し
た
全
国
大
会
審
査
会

で
県
内
の
関
係
者
か
ら
「
来
年
も

全
国
大
会
で
待
っ
て
る
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年

も
出
品
を
決
め
た
。

今
年
は
市
内
の
製
材
所
か
ら
丸

太
を
譲
り
受
け
て
夏
休
み
前
か
ら

制
作
を
始
め
た
。
中
心
に
据
え
た

の
は
オ
ナ
ガ
ド
リ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
鳥
。
頭
部
は
細
い
木
く
ず
を

密
集
さ
せ
て
よ
り
リ
ア
ル
に
近
づ

け
た
。
花
や
月
む
木
で
作
り
、

「
風
」
は
木
き
ず
を
巻
い
た
り
切

っ
た
り
し
て
烏
の
羽
が
ふ
わ
っ
と

た
な
び
く
雰
囲
気
を
出
し
た
。
平

和
と
の
対
比
と
し
て
戦
争
の
醜
さ

を
、
撃
ち
込
ま
れ
た
木
の
ミ
サ
イ

ル
で
表
現
し
た
。
縦
、
横
、
高
さ

い
ず
れ
も
5
5
巧
以
下
と
い
う
サ
イ

ズ
を
フ
ル
に
使
い
、
1
カ
月
半
ほ

ど
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

昨
年
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
「
世

界
平
和
の
花
～
も
し
も
砲
弾
や
ミ

サ
イ
ル
が
花
に
な
っ
た
ら
～
」
だ

っ
七
。
平
和
を
テ
ー
マ
に
す
る
の

は
、
∴
世
界
の
美
し
さ
に
争
い
事
は

そ
ぐ
わ
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
吉

田
さ
ん
は
「
戦
争
は
や
っ
ぱ
り
よ

く
な
い
。
一
度
壊
し
て
し
ま
っ
た

自
然
や
命
は
同
じ
形
に
戻
せ
な

い
」
と
話
す
。

作
品
は
来
年
1
月
の
全
国
一
次

審
査
に
進
み
へ
突
破
す
れ
ば
2
月

予
定
の
最
終
審
査
に
臨
む
。
ラ
イ

バ
ル
は
大
勢
い
る
が
、
、
「
一
番
上

を
取
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

県
コ
ン
ク
に
は
県
内
の
小
中
学

校
か
ら
2
9
6
2
点
の
応
募
が

あ
り
、
う
ち
諏
訪
地
域
か
ら
は
1

0
5
0
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。
各
地

区
の
予
選
を
経
た
5
5
点
が
県
審
査

会
に
出
品
さ
れ
た
用（

小
尾
口
有
二
）


